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試験項 目 脳波

試験試料  貴陽石マイナスイオン発生器

測定環境  1)測 定日時 令和2年 10月 8日

2)測定機器 生体信号処理装置 フットテクノ製 ALPHA IIASTER

定

健常な成年男性 (68才 )を被験者 とし、10分間安静状態を保つた後、まずコントロール
として未使用状態で1分間の脳波を測定した。10分休憩後、貴陽石マイナスイオン発生器
を20分間使用 し、直後の1分間の脳波を測定した。

国際脳波学会用語委員会により、定められた脳波の各周波数は次の如くである。

θ波 :4Hz以上8Hz以下のもの

α波 :8Hz以上で13Hz以 下のもの

β波 :13Hzよ り高いもの

結  果

測定した脳波スペク トル変化を別グラフに、数値を下表に示す。

θ波 α波 β波 α波の増減値

使用前 8.3 10.0 81.7

18.3

使用20分後 8.3 ０
０

８９

“ 63.3

(単位 :%)

本報告書は供試試料及び試験状況下においてのものであり、全ロットについての結果を報告するものではありません。



<脳波測定結果>
貴陽石マイナスイオン発生器 使用前

測定日:2020/10/08 測定時間:13:50:04
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■ θ波 32.0

■ α波 10.0 24.0

■ β波 27.0 14.6

■  
エラー 0.0



<脳波測定結果>
貴陽石マイナスイオン発生器 使用20分後

濃」夕き日:2020/10/08 波J矢き時屏同:14:30:54
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優勢1図波出現率グラフ
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■ θ波 25.0

■ α波 28.3 27.0

■ β波 33.0

■ エラー 0.0


